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【凡
例
】 

① 

句
読
点
、
「 

」、
送
り
仮
名
等
は
適
宜
追
記
し
ま
し
た
。 

② 

旧
仮
名
使
い
を
新
仮
名
使
い
に
適
宜
改
め
ま
し
た
。 

③ 

黒
字
の
（ 

）は
、
本
文
内
に
小
文
字
で
記
さ
れ
た
注
記
で
す
。 

④ 

青
字
の
（ 

）は
、
筆
者
の
補
足
で
す
。 

⑤ 

赤
字
は
、
判
読
等
に
曖
昧
な
点
が
あ
る
部
分
で
す
。 
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香
道
濫
觴
伝
書 

写 

 

「御
家
流
」と
称
す
る
開
祖
は
、
三
條
西
内
大
臣
實
隆
公
、
姓
は 

「藤
原
」、
号
「
逍
遙
院
」、
法
名
「
堯
空
」。
後
柏
原
院
の
御
宇
、
文
亀
年
間
の 

御
香
所
、
天
文
六
年
十
月
三
日
薨
去
に
て
、
御
廟
所
、
嵯
峨
二
尊
院 

に
あ
り
。
宝
暦
九
己
卯
に
至
り
て
、
お
よ
そ
二
百
三
拾
五
年
、
御
香
所
と
い
う
事
は 

人
皇
五
拾
四
代
「仁
明
帝
」の
承
和
年
間
に
始
ま
る
。
そ
の
時
、
八
條
宮 

本
康
親
王
御
香
所
な
さ
せ
ら
る
。
己
卯
、
九
百
二
拾
余
年
に 

及
ぶ
な
り
。
百
四
代
「後
土
御
門
天
皇
」の
文
明
年
間
、
三
條
西
右
大
臣 

公
敦
、
号
「龍
朔
院
」公
は
、
實
隆
公
御
父
な
り
。
百
七
代 

「正
親
町
天
皇
」の
天
文
・文
禄
年
間
、
西
三
條
右
大
臣
、
号
「称
名
院
」公
は 
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實
隆
公
の
御
子
な
り
。
御
三
代
相
続
し
て
御
香
所
な
り
。
す
べ
て
御
歌
所 

御
香
所
は
、
位
階
の
上
下
差
別
な
く
、
そ
の
道
堪
能
な
る 

御
方
な
り
。  

 
 

 

勅
宣
有
り
て
御
歌
所
、
御
香
所
は
御
一
代
ご
と
に 

二
家
定
ま
る
事
な
り
。
鞠
は
飛
鳥
井
・難
波
両
家
、
箏
の
家
は 

四
辻
、
琵
琶
は
西
園
寺
様
と
云
う
は
、
そ
の
家
々
に
附
た
る 

芸
に
て
、
代
々
伝
う
る
。
当
主
の
功
者
と
構
い
な
く
し
て
、
家
の 

伝
な
り
。
歌
所
、
香
所
は
、
そ
れ
と
は
違
い
、
人
物
に
依
り
て
堪
能
の
御
方 

宣
下
を
蒙
り
た
も
う
。
實
隆
公
よ
り
し
て
、
香
所
御
伝
授 

油
小
路
隆
定
（貞
）、
初
め
て
地
下
に
伝
う
。
則
ち
、
白
川
殿
家
臣 

猿
嶋
帯
刀
胤
直
、
号
「天
桂
斎
」
、
往
昔
は
臼
井
氏
と
名
乗
る
。 

   

こ
の
人
に
伝
わ
り
、
始
め
て
地
下
に
香
の
御
家
の
伝
来
、
流
れ
下
る
故
に 

後
世
こ
れ
を
「御
家
流
」と
称
す
る
な
り
。
焚
香
、
専
用
三
つ
有
り
。
「供
香
」
「空
香
」 

「翫
香
」な
り
。
「供
香
」は
、
鬼
神
を
祭
る
人
間
、
日
々
朝
夕
執
り
用
い
る
な
り
。 

こ
れ
焚
香
の
濫
觴
な
り
。
そ
の
余
裔
、
「空
香
」と
な
れ
り
。
こ
れ
は
香
を 

翫
び
す
る
本
な
り
。
賓
客
は
尊
敬
、
饗
応
の
為
に
致
す
所
故
に 

「供
香
」「空
香
」と
も
雲
母
片
を
用
い
ず
、
灰
の
上
に
直
に
香
木
を
置
き 

く
ゆ
ら
す
な
り
。
香
は
、
沈
香
を
焚
木
の
大
き
さ
長
短
の
規
別
有
り
。 

古
名
香
の
「奇
南
香
」は
得
が
た
き
も
の
な
れ
ば
、
至
って
微
少 

な
る
も
の
を
雲
母
片
を
隔
て
て
「翫
香
」と
す
る
な
り
。
故
に
鼻 

端
に
お
し
あ
て
て
聞
く
、
古
人
の
掟
あ
り
て
「馬
尾
三
分
蚊
脚
」 

等
の
定
法
有
る
な
り
。
雲
母
片
の
隔
て
る
も
の
は
香
気
の 
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早
く
さ
ら
ぬ
よ
う
の
為
な
り
。
焚
き
て
煙
の
立
ち
様
と
い
う
こ
と 

そ
の
嫌
う
こ
と
な
り
。
香
木
の
気
味
を
味
わ
う
の
心
な
り
。
名
香
は 

祝
香
に
の
み
用
う
る
こ
と
心
せ
り
。
こ
れ
、
香
を
焚
く
三
等
な
り
。 

稽
古
は
、
い
に
し
え
の
事
を
考
え
合
わ
す
る
事
な
り
。
目
録
は
、
こ
の
百
ヶ
條
の 

名
目
な
り
。
箇
条
の
始
め
は
、
聖
徳
太
子
十
七
憲
法
な
り
。
『日
本
紀
』 

『拾
芥
抄
』『太
子
伝
』等
に
出
た
り
。
鑑
岳
相
阿
弥
、
香
茶
の 

五
百
ヶ
條
こ
れ
有
る
由
、
名
目
の
み
に
て
伝
わ
ら
ず
。
茶
法
に
て
古
織
（
古
田
織
部
）
の 

百
ヶ
條
、
石
州
三
ヶ
條
、
各
稽
古
の
次
第
な
り
。
こ
の
百
ヶ
條
も 

古
人
の
作
に
て
は
な
く
、
先
輩
故
今
教
え
の
趣
を
信
安
先
生
（大
枝
流
芳
） 

ヶ(

箇)

條
に
つ
づ
り
、
一
ヶ
條
の
下
に
於
い
て
そ
の
事
の
奥
儀 

委
し
く
、
初
心
の
輩
導
く
手
術
な
り
。
何
ぞ
香
事
、
こ
の
百
ヶ
條
に 

 

つ
づ
ま
ら
ん
や
。
後
世
の
君
子
、
務
め
て
補
益
す
る
こ
と
、
素
願 

な
り
。
香
事
、
秘
訣
多
端
と
い
え
ど
も
、
「木
所
」、
「五
味
」を
聞
き 

分
く
る
の
ほ
か
、
他
無
し
。
「
木
所
」と
は
所
謂
「佐
曽
羅
」「寸
聞
陀
羅
」 

「
真
那
盤
」
「
羅
国
」
「
伽
羅
」
、
「
甘
」
「
苦
」
「
酸
」
「
鹹
」
「
辛
」
の
「
五
味
」
、

「太
泥
（た
に
）沈
香
」 

こ
の
産
懸
郡
土
知
り
分
け
る
事
、
香
事
中
の
香
道
と
云
う
。
香
聞
き 

習
う
ず
る
の
手
数
に
組
香
を
製
し
、
初
学
の
人
の 

倦
怠
せ
ん
た
め
、
勝
負
に
事
寄
せ
、
式
は
「盤
立
物
」と
云
う
物
を 

製
し
、
種
々
人
形
等
、
飾
り
慰
む
る
。
な
お
、
茶
方
な
り
歌
舞
妓
の 

類
な
り
。
皆
香
道
に
登
ら
し
め
ん
の
筌
蹄
（
せ
ん
て
い
＝
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
利
用
す
る
手
段
）
な
り
。
初
二
十
七
ヶ
條
は 

組
香
に
の
み
預
か
る
事
を
こ
と
ご
と
く
つ
く
す
。
こ
の
二
十
七
ヶ
條
を 

あ
ん
き
（
暗
記
）
す
れ
ば
、
組
香
の
亭
主
、
客
、
香
元
、
万
端
自
在
な
り
。
香
事 
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世
界
に
行
わ
る
る
事
、
天
竺
に
て
は
、
仏
在
世
よ
り
有
り
。
諸
経
に
も
香
の 

事
を
説
か
せ
ら
る
る
の
事
は
、
僧
徒
に
尋
ね
て
知
る
べ
し
。
中
華 

に
て
は
、
秦
の
代
に
至
り
、
香
を
焚
く
事
始
ま
る
実
非
定
か
な
ら
ず
。 

去
り
と
も
『
阿
房
宮
賦
』
「
煙
り
斜
め
に
霧
横
た
わ
る
は
、
椒
蘭
を
焚
く
な

り
。
」（唐
・杜
牧
『阿
房
宮
の
賦
』 

椒
蘭
＝
香
気
の
高
い
も
の
） 

こ
れ
は
、
始
皇
の
過
麗
を
賦
す
る
辞
な
れ
ば
、
椒
蘭
を
焚
く
事 

必
せ
り
。
本
邦
に
て
は
聖
徳
太
子
よ
り
始
ま
り
、
ま
た
、
『源
氏
物
語
』諸 

巻
に
「合
香
合
わ
せ
」の
式
あ
り
。
本
邦
、
香
木
現
世
の
始
ま
り
は 

聖
徳
太
子
、
「赤
栴
檀
」の
木
を
用
い
て
、
観
音
の
像
を
作
ら
せ
給
い
、
今 

南
都
、
法
隆
寺
に
安
置
す
。
そ
の
削
り
く
ず
を
箱
に
入
れ
、
錦
を
覆
い
て 

黄
金
の
網
を
以
て
封
ず
。
こ
れ
は
こ
れ
「
手
箱
の
太
子
」
と
世
に
呼
ぶ
。
こ
れ
も
ま
た 

法
隆
寺
の
宝
蔵
に
納
ま
り
有
り
、
往
昔
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
、
人
間
（
じ
ん
か
ん
）に 

出
ず
る
の
沙
汰
な
し
。
日
本
香
木
の
最
も
初
め
な
り
。
「
法
隆
寺
」
と
も 

 

「
太
子
」
と
も
唱
え
る
な
り
。
後
世
、
一
味
の
香
木
に
名
を
下
す
最
も
初
め
は 

後
醍
醐
天
皇
の
時
、
「佐
渡
判
官
道
誉
入
道
」と
い
う
人 

到
って
香
木
を
愛
し
、
百
七
拾
余
品
の
名
香
を
所
持
し
て 

今
の
世
に
到
り
て
、
間
々
（
時
お
り
）
人
間
に
伝
わ
る
。
間
々
こ
れ
を
得
ば
、 

貴
賞
す
べ
き
事
の
至
宝
な
り
。
道
誉
の
伝
は
『太
平
記
』等
に 

見
え
た
り
。
軍
中
に
て
も
香
を
焚
き
、
苦
を
慰
め
、
鬱
を
散
ず
が
雅
勇
士
な
り
。 

御
家
流
香
事
は
、
元
来
、
東
山
慈
照
院
義
政
公
を
以
て 

至
図
第
一
と
す
る
な
り
。
同
朋
、
鑑
岳
真
相
（相
阿
弥
）、
こ
の
事
に
賢
く 

香
道
建
立
な
り
し
に
や
。
昔
は
「相
阿
弥
流
」と
も
云
え
り
。
逍
遙
院
公 

御
香
所
を
取
り
扱
い
遊
ば
さ
れ
、
油
小
路
殿
へ
伝
わ
り
、
そ
れ
よ
り
し
て
、
猿
嶋
氏
へ 

流
れ
下
り
、
そ
れ
よ
り
大
口
保
高
（含
翠
）へ
「連
理
香
」伝
わ
り
た
る
に
よ
り 
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御
香
所
の
御
家
よ
り
流
れ
下
れ
り
。
故
に
「御
家
流
」
と
唱
う
る
な
り
。 

保
高
よ
り
岩
田
信
安
先
生
へ
伝
わ
り
、
信
安
よ
り
北
斗
庵
淳
叟
（樋
口
道
与
）
に 

伝
わ
る
。
徠
昔
（い
に
し
え)

「連
理
香
」の
書
壱
巻
、
並
び
に
「至
図
の
巻
」

を
も
って
、
授
受
皆
伝
へ 

印
可
と
す
。
志
野
流
は
、
文
亀
年
間
、
志
野
三
郎
左
衛
門
宗
信
、
一
子 

同
姓
弥
三
郎
宗
温
、
名
「祐
憲
」、
号
「参
両(

雨)

斎
」、
孫
、
同
姓
弥
次
郎 

名
は
「省
巴
」、
号
「不
寒
斎
」
。
尊
氏
十
一
世
義
隆
将
軍
の
頃
の 

人
な
り
。
こ
れ
を
「
志
野
家
三
世
」と
云
う
。
宗
信
、
元
御
家
流
を
慕
い
て 

焚
香
の
高
名
な
り
。
後
、
一
流
を
建
立
し
て
「志
野
流
」と
い
う
。 

省
巴
の
門
に
建
部
隆
勝
と
い
う
人
あ
り
。
近
江
の
武
士
、
信
長 

時
代
の
人
な
り
。
号
「留
守
斎
」
。
右
隆
勝
の
門
に
坂
内
宗
拾
と 

い
う
人
有
り
。
本
名
杉
本
彦
左
衛
門
、
異
名
「
そ
ろ
り
」
（
曽
呂
利
）
と
い

う
。
こ
の
宗
拾
が 

 

門
に
六
哲
の
高
名
あ
り
。
宗
拾
書
籍
伝
来
、
本
阿
弥
光
悦
に 

渡
る
。
同
光
甫
授
か
る
。
光
甫
よ
り
大
澤
与
右
衛
門
常
栄
に
渡
る
。 

同
伝
左
衛
門
常
知
（
智
）
、
号
「
梅
翁
（
軒
）
了
可
」
、
常
栄
よ
り
伝
授
を
受
け
た
り
。 

右
了
可
よ
り
、
大
口
保
高
な
り
。
伝
書
渡
り
、
そ
れ
よ
り
信
安
先
生 

書
、
残
り
な
く
伝
授
有
り
。
そ
れ
よ
り
北
斗
庵
淳
叟
に
伝
わ
り 

志
野
の
書
伝
、
若
干
（そ
こ
ば
く
）
北
斗
庵
に
蔵
す
。 

一 

米
川
流
と
い
う
は
、
祖
を
米
川
常
伯
、
俗
名
「紅
屋
三
右
衛
門
」と
云
う
者
な
り
。 

京
都
市
間
人
「
一
任
」
と
号
す
。
常
伯
は
、
志
野
流
、
坂
内
宗
拾
が
六

哲
の
一
人
に
相
国
寺
の
芳
巣
松
軒
、
元
和
延
宝
の
頃
の
人
な
り
。
「長
老
」
と
い
う 

人
の
門
人
な
り
。
後
、
一
流
を
建
立
し
て
「米
川
流
」と
い
う
。 

東
福
門
院
へ
召
し
出
致
さ
れ
、
御
目
見
、
貴
命
承
る
。
右
、
常
伯 



- 7 - 

 

 

達
味
伝
来
書
、
南
都
古
梅
園
主
、
姪
（
甥
）玄
察
と
い
う
人
に
伝
わ
る
。
そ
れ
よ
り 

河
内
神
護
寺
の
僧
、
眉
山
和
尚
へ
伝
わ
り
、
眉
山
よ
り
大
口
保
高
に 

そ
の
書
伝
授
す
。
保
高
よ
り
岩
田
信
安
先
生
へ
伝
わ
り
、
こ
れ
よ
り
北
斗
庵 

淳
叟
に
伝
わ
る
な
り
。 

一 

風
早
正
二
位
中
納
言
實
種
へ
後
水
尾
天
皇
の
時
の
御
香
所
よ
り 

風
早
家
伝
来
す
。
ほ
ぼ
米
川
流
に
相
似
た
り
。
右
伝
来
、
御
家
流
は 

口
伝
詳
ら
か
に
、
志
野
は
書
伝
全
存
す
。
米
川
の
達
味
書
伝
細 

密
、
香
事
三
家
秘
法
、
こ
と
ご
と
く
北
斗
庵
の
秘
笈
（ひ
き
ゅ
う
＝
大
切

な
る
本
箱
）に
蔵
す
る
者
な
り
。 

松
田
保
吉 

謹
書 

明
治
三
十
年
五
月
日
一 

校
了 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

細
谷
松
男 

発
端
大
意 

 

師
曰
く
、
香
を
焚
く
に
先
ず
三
つ
名
目
あ
り
。
「供
香
」
「空
香
」
「
翫
香
」
こ
れ
な
り
。 

こ
れ
を
「三
つ
の
香
」と
い
う
。
「供
香
」は
神
仏
へ
香
を
供
す
る
事
に 

し
て
、
焚
香
の
濫
觴
な
り
。
そ
の
餘
裔
、
「空
焚
」と
な
れ
り
。
こ
れ 

香
を
敬
う
の
本
な
り
。
空
焚
は
、
銀
葉
を
鋪
（敷
）
か
ず
、
香
炉
を
盆
卓
等
の 

上
に
置
き
て
、
間
を
隔
て
て
こ
れ
を
聞
く
。
し
か
る
に
希
な
る
香
は
、
か
よ
う
（
斯
様
）
に 

多
く
空
焚
き
に
は
な
り
が
た
き
故
、
そ
の
程
を
定
め
、
雲
母
を
敷
き
て 

香
気
の
早
く
つ
き
ざ
る
手
だ
て
と
し
、
鼻
先
に
あ
て
て
、
こ
れ
を 

聞
く
。
こ
れ
を
「
一
炷
聞
き
」
と
も
「
名
香
聞
き
」
と
も
い
う
。
こ
れ
翫
香

の
初
め
な
り
。 

す
べ
て
香
炉
を
鼻
先
へ
あ
て
て
聞
く
を
「翫
香
」と
い
う
。
し
か
る
に 

こ
の
翫
香
中
に
「一
種
聞
」「
焼
組
香
」「問
名
香
」「名
香
合
」「組
香
」 

等
の
品
々
、
名
目
あ
って
、
名
付
け
、
そ
の
作
法
、
格
別
な
り
。
し
か
る
に 
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組
香
を
翫
香
の
中
の
も
っ
と
も
下
品
な
る
も
の
に
し
て
、
ま
た
、
こ
の
組
香
の 

中
に
も
「真
」「行
」「草
」の
三
つ
の
品
有
り
。
「真
」
の
組
香
は
「厳
儀
の 

香
」
と
い
う
。
こ
れ
は
、
「
そ
の
儀
を
厳
に
す
る
」
と
云
う
意
に
て
名
付
け
た
る 

も
の
に
し
て
、
組
香
会
の
本
式
な
る
も
の
な
り
。
し
か
る
に
、
何
れ
の
組
香
を 

こ
の
厳
儀
の
式
に
て
す
る
と
定
ま
り
た
る
事
は
な
し
。 

何
れ
の
組
香
に
て
も
貴
人
会
釈
の
時
に
用
い
る
と
な
り
。
但
し
、
当
流
の 

香
事
稽
古
の
人
、
組
香
「皆
点
百
度
」
に
及
び
た
る
上
、
香
事 

一
流
の
奥
儀
上
伝
授
し
た
る
証
拠
に
「連
理
香
」と
い
う 

組
香
を
相
伝
有
り
。
「連
理
香
」に
限
り
、
そ
の
次
第
を
厳
儀
に
て
伝
授 

あ
る
事
な
り
。
そ
の
ほ
か
は
、
右
に
云
う
ご
と
く
、
何
の
組
香
に
て
も 

貴
人
会
席
の
時
は
、
皆
厳
儀
に
て
興
行
す
る
な
り
。 

  

大
抵
そ
の
作
法
、
兼
ね
て
よ
り
日
限
を
定
め
、
連
中
、
初
入
り
、
後
の
入
り
の 

習
い
、
座
配
の
作
法
等
あ
り
。
「香
元
盤
」と
い
う
も
の
を
用
ゆ
。 

盤
の
上
に
打
鋪
（う
ち
じ
き
）を
敷
き
て
、
香
具
を
飾
り
、
執
行
す
る
事
。 

そ
の
間
の
式
次
第
、
口
授
多
し
。
故
に
、
こ
の
厳
儀
香
の
事
は
「十
炷
香
」 

を
以
て
、
そ
の
式
次
第
を
別
に
伝
授
あ
る
事
な
り
。
次
に
「行
」の 

組
香
と
い
う
は
、
香
元
盤
を
用
い
ず
、
「打
鋪
」ば
か
り
を
用
い
て 

そ
の
上
に
香
具
を
飾
る
な
り
。
こ
れ
に
て
執
行
な
り
。
こ
れ
も
何
れ
の 

組
香
を
「行
式
次
第
」に
す
る
と
定
ま
り
た
る
事
な
く
、
そ
の
人
に 

よ
り
て
「行
」の
式
次
第
を
用
い
て
興
行
す
る
な
り
。
ほ
か
に
「
花
月
」 

「焚
合
」「連
理
香
」を
「三
つ
の
組
香
」と
い
い
て
、
諸
々
の
組
香
の 

中
に
分
け
て
秘
事
有
る
な
り
。
皆
別
に
伝
授
あ
る
事
な
り
。
連
理
は 
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右
に
い
う
ご
と
く
、
組
香
「皆
点
百
度
」に
及
び
た
る
人
、
一
流
の
奥
儀
を 

伝
え
受
け
た
る
証
拠
に
伝
授
あ
る
も
の
な
り
。
こ
れ
、
香
道
に
お
い
て 

も
っと
も
大
切
に
す
る
事
に
て
、
も
と
よ
り
、
そ
の
式
次
第
を
厳
儀
に
て 

伝
授
あ
る
事
、
右
に
い
う
が
ご
と
し
。
そ
の
余
、
「焚
合
香
」は
則
ち 

「連
理
」の
面
影
に
し
て
、
甚
だ
秘
事
な
り
。
「花
月
香
」は
香
元 

二
人
、
「花
方
」
「月
方
」
と
取
り
分
か
れ
焚
く
に
よ
り
、
香
具
飾
り
様
、
香
元
の 

仕
様
等
、
口
授
多
く
、
右
「
花
月
」「焚
合
」
の
二
組
は
件
の
故
を
以
て 

「行
」の
式
次
第
に
て
伝
授
あ
り
。
し
か
る
に
、
右
に
云
う
が
ご
と
く 

貴
人
会
釈
の
時
は
、
「花
月
」「焚
合
」
も
厳
儀
に
て
す
る
事
な
り
。 

常
に
は
「花
月
」「
焚
合
」伝
授
は
「行
」の
式
次
第
を
以
て
有
る
な
り
。
こ
れ
、
三
つ 

の
組
香
の
中
た
る
に
依
り
て
な
り
。
そ
の
組
香
は
、
右
に
云
う
ご
と
く 

  

そ
の
人
に
よ
り
て
行
う
式
次
第
を
用
い
る
処
の
組
香
に
し
て 

稽
古
の
会
の
式
次
第
を
用
い
る
な
り
。
「草
」の
組
香
、
常
に
用
い
る
の 

物
な
り
。
「
真
」
「
行
」
の
二
つ
に
合
わ
す
れ
ば
、
甚
だ
略
せ
る
方
な
り
。
右
「
真
」 

の
組
は
盤
を
用
い
て
、
そ
の
儀
、
厳
重
に
し
て
、
「行
」の
組
は 

打
敷
ば
か
り
を
用
い
て
、
盤
を
使
わ
ず
。
「
草
」
の
組
香
は
「
大
高
紙
」
を
敷

き
て
用
い
る
。 

こ
れ
に
、
香
具
を
飾
る
な
り
。
そ
の
用
い
る
処
の
器
物
に
及
び
、
作
法
に 

詳
略
の
差
別
あ
る
を
以
て
、
右
の
ご
と
く
「真
」「行
」「草
」の 

次
第
を
立
て
た
る
も
の
な
り
。
も
っと
も
、
二
拾
七
ヶ
条
は
「草
」の
組
香
の 

稽
古
目
録
な
り
。 

 
組
香
稽
古
目
録 
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一 

八
十
八
ヶ
條
の
中
よ
り
、
組
香
に
の
み
用
い
る
事
を
抄
出
し
て 

こ
こ
に
挙
げ
、
組
香
は
初
心
の
人
の
学
ぶ
処
な
れ
ば
、
先
ず
こ
れ
を 

し
ら
し
む
。
香
事
稽
古
の
目
録
、
お
よ
そ
八
十
八
ヶ
條
。
右
、
そ
の
中
に 

初
二
拾
七
ヶ
條
中
、
二
十
五
ヶ
条
、
後
三
十
六
ヶ
條
と
三
段
に
分
け
て 

初
二
拾
七
ヶ
條
は
組
香
の
稽
古
に
て
、
即
ち
、
こ
の
目
録
な
り
。
前
に
も 

記
せ
る
ご
と
く
、
組
香
は
翫
香
の
中
、
も
っと
も
下
品
な
る
も
の
に
し
て 

元
稽
古
の
為
に
用
い
し
物
な
り
。
香
道
、
秘
事
多
し
と
い
う
と
も 

元
は
、
木
所
を
聞
く
る
事
、
第
一
の
専
要
な
り
。
し
か
る
に
、
好
悪
を
分
か
ち 

真
偽
を
知
る
に
、
多
く
こ
れ
を
聞
く
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
別
か
ち 

知
る
事
あ
た
わ
ず
。
よ
って
、
古
人
、
こ
れ
を
聞
き
な
ら
わ
し 

む
る
た
て
を
初
め
、
ま
た
は
、
勝
負
を
付
け
て
修
行
に
倦
か
ざ
ら 

し
め
ん
と
は
か
り
て
組
香
な
る
故
、
組
香
は
、
女
童
に
香
を 

 

聞
か
せ
習
わ
し
む
る
筌
蹄
な
り
。
初
心
の
人
の
先
ず
学
ぶ
処
な
り
。 

依
って
、
香
事
稽
古
の
人
に
先
ず
初
め
に
組
香
の
事
を
伝
受
有
る 

も
の
な
り
。
す
べ
て
物
に
箇
條
目
録
を
立
て
る
事
は
、
聖
徳 

太
子
の
十
七
ヶ
條
の
憲
法
が
始
め
な
り
。
十
七
ヶ
條
の
憲
法 

『日
本
紀
』『拾
芥
抄
』『太
子
伝
』
に
有
り
。
香
事
稽
古
に 

か
よ
う
（斯
様
）に
目
録
を
立
て
る
事
、
古
来
は
な
か
り
し
事
な
り
。 

し
か
れ
ど
も
、
こ
の
ご
と
く
、
目
録
立
て
、
教
え
ね
ば
、
先
後
乱
れ
て
規
矩 

な
し
。
し
か
る
時
は
、
習
う
も
の
次
第
、
混
雑
し
て
わ
き
ま
え 

が
た
し
。
茫
と
し
て
、
淵
を
望
む
が
ご
と
し
。
故
に
、
次
第
を
以
て 

ヶ
條
の
名
目
を
集
め
て
、
そ
の
條
下
に
掟
て
委
し
き
口 

授
有
る
な
り
。
い
に
し
え
来
、
東
山
殿
の
頃
、
相
阿
弥
作
に
香
茶 

の
五
百
ヶ
條
等
有
り
。
こ
れ
、
初
心
を
導
く
の
為
な
り
。
こ
れ
に
擬
し
て 
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件
の
故
を
以
て
、
条
目
を
集
め
し
も
の
な
り
。
皆
こ
れ
そ
の
事
を 

委
細
に
教
え
ん
が
た
め
な
り
。
こ
の
組
香
目
録
に
付
き
た
る 

書
、
ほ
か
に
六
部
有
り
。
こ
れ
は
、
そ
の
入
用
の
箇
條
の
下
に
拾
う
て 

相
伝
あ
る
な
り
。 

 

享
保
十
九
甲
寅
年
三
月 

   

明
治
三
十
年
六
月
日 

一
校
了 

お
な
じ
年
か
さ
ね
て 

 

一
校
了 

細
谷
松
男 

  

御
家
流
香
掟
伝
授
す
る
も
の
な
り
。 

伊
与
田
宗
茂
勝
由 

印 

 

細
谷
助
左
衛
門 

殿 

 

細
谷
氏
印 
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明
治
二
十
年
一
月 

家
書
を
以
って
写
し
了
る
。  

 
 

 
 

至
善
庵 

 

○
右
、
香
道
濫
觴
書
、
発
端
大
意
を
誌
せ
し
松
田
保
吉
と
云
い
し
人
は
、
如
何
な
る 

先
生
か
と
云
う
に 

こ
の
保
吉
は
、
岩
田
信
安
即
ち
大
枝
流
芳
の
門
人
、
樋
口
道
誉
の
門
弟
に
し
て
、

白
椿
居
士
（は
く
ち
ん
こ
じ
＝
源
光
忠
）の
朋 

友
な
る
よ
し
。
同
居
士
の
『
香
道
心
の
栞
（
枝
折
）
』
並
び
に
香
道
諸
宗
匠
筆
記
の

内
、
白
椿
居
士
の
記 

等
に
見
え
た
り
。 

明
治
三
十
年
神
無
月
十
三
日 

 
 

 
 

ま
つ
お
し
る
す 

  

令
和
五
年
十
一
月 

 

『香
筵
雅
遊
』 

國
井
和
裕 


